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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子と、赤色系
発光ダイオード素子と、緑色系発光ダイオード素子が含まれている光源装置であって、
　前記青色系発光ダイオード素子の出力を制御する前記制御部は、前記青色系発光ダイオ
ード素子が射出する青色系波長を、当該光源装置を使用している人間が青色を認識するこ
とにより、白色光の下で青色と黒色とを認識できるのと同様に青色と黒色とを認識でき、
白色光の下で白色と黄色とを認識できるのと同様に白色と黄色とを認識できるものであっ
て、なおかつ、紫外線感光の被照射物が感光することを防止できる４２０ｎｍ以上４９０
ｎｍ以下の波長とし、前記青色系発光ダイオード素子の発光消費電力が前記光源部の全体
の発光消費電力の０．１～３０％以内で連続的に制御されるように形成されており、
　前記使用者又は利用者が前記青色波長を選択し、加算方式であるスぺクトラムを構成す
る前記制御部を設定することにより、色調、明るさが制御される
　ことを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記青色系発光ダイオード素子の青色系波長が４６０ｎｍ以上４９０ｎｍ以下であるこ
とを特徴とする請求項１記載の光源装置。
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【請求項３】
　前記波長の異なる複数個の発光ダイオード素子に蛍光体が塗布されていることを特徴と
する請求項１又は２記載の光源装置。
【請求項４】
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子と、赤色系
発光ダイオード素子と、緑色系発光ダイオード素子が含まれている光源装置を制御する方
法であって、
　前記青色系発光ダイオード素子の出力を制御する前記制御部は、前記青色系発光ダイオ
ード素子が射出する青色系波長を、当該光源装置を使用している人間が青色を認識するこ
とにより、白色光の下で青色と黒色とを認識できるのと同様に青色と黒色とを認識でき、
白色光の下で白色と黄色とを認識できるのと同様に白色と黄色とを認識できるものであっ
て、なおかつ、紫外線感光の被照射物が感光することを防止できる４２０ｎｍ以上４９０
ｎｍ以下の波長とし、前記青色系発光ダイオード素子の発光消費電力が前記光源部の全体
の発光消費電力の０．１～３０％以内で連続的に制御されるように形成されており、
　前記使用者又は利用者が前記青色系発光ダイオード素子の発光消費電力が前記光源部の
全体の発光消費電力の０．１～３０％以内であるようにして前記青色波長を選択し、加算
方式であるスぺクトラムを構成する前記制御部を設定することにより、色調、明るさを制
御する
　ことを特徴とする光源装置の制御方法。
【請求項５】
　前記青色系発光ダイオード素子の青色系波長が４６０ｎｍ以上４９０ｎｍ以下であるこ
とを特徴とする請求項４記載の光源装置の制御方法。
【請求項６】
　前記波長の異なる複数個の発光ダイオード素子に蛍光体が塗布されていることを特徴と
する請求項４又は５記載の光源装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は光源装置に関する。特に、光源装置を使用している者が色を認識することが可
能で、なおかつ、紫外線感光の被照射物が感光することを防止できる光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、半導体工場等に用いられている光源には、半導体工場用とされている黄色の蛍光
灯などが用いられている。
【０００３】
　この蛍光灯にはフィルター膜を施したり、プラスチックのフィルムで覆い、有害な波長
域や、不必要な波長域を除去する工夫がされている。このような工夫によって、感光性材
料が感光しないようにしている。
【０００４】
　しかし、このような照明下では、色の認識、明るさなど快適な環境とはいえない作業条
件にならざるを得なかった。すなわち、黄色と白の区別、青と黒の区別などを判別しがた
い環境とになっていた。
【０００５】
　一方、我々の日常生活においては、明るさ、色など不自由なく認識することができる。
そこで、作業場においても、我々の日常生活と同じような環境下で作業を行いたいという
欲求が人間生活の高度化と共に高まっている。
【０００６】
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　上述した従来の手法は、紫外線を遮断する黄色のフィルムで蛍光灯を覆い、黄色の発光
色を無くすものである。この手法は蛍光灯が発光している波長スペクトラムのうち、有害
な波長を取り除く手段として、光源に覆いを取り付けるものである。すなわち、蛍光灯が
発光している波長スペクトラムのうち、不必要な波長を取り除くという減算法である。不
必要な波長を取り除く手段として光源に覆いを取り付けるものである。
【０００７】
　なお、この種の従来技術に関しては、例えば下記特許文献１を挙げることができる
　上述したように、従来の半導体工場等に用いられている光源の場合、高精度で緻密な作
業環境下で各種入力、手作業操作において障害となる色認識を正確に識別できないという
問題があった。
【０００８】
　また、従来の蛍光管では、２～３年に１回取り替えるというメンテナンスも作業も大き
な作業の負担であった。
【０００９】
　波長スペクトラムという点から見て減算法である上述した不必要な波長を除去する方法
では、除去する紫外線波長を急激に取り除くために、多層膜のフィルターを使うなどの方
法がある。しかし、これは高価であるため一般的には使用されていない。
【００１０】
　そこで、紫外線波長を取り除くには通常５３０ｎｍあたりから波長を吸収する光学フィ
ルターなどを使用している。その結果として、黄色の光源装置になっていた。
【００１１】
　また、波長スペクトラムも、緑色以下の波長が少ない光源装置となる。その場合、使用
者や利用者がその光源を使用した場合、緑色、青色などの色の区別ができないという課題
があった。
【００１２】
　また、近年では、その利用が着目され、各分野で使われ始めている白色発光ダイオード
素子においても、青色に蛍光体を加えた白色等の特定色である。その結果、使用者や利用
者が希望に応じて波長選択ができる光源装置は、これまでに存在しなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００１－２４３９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、色の認識が可能で、かつ、紫外線感光の被照射物が感光することを防止でき
る光源装置を提供することを目的にしている。また、使用者や利用者が目的に応じて波長
を自由に選択できる光源装置を提供することを目的にしている。そして、長寿命で、明る
い照明が得られる快適な光源装置を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明が提案する光源装置は、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子が含まれて
おり、当該青色系発光ダイオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特
性を有している
　ものである。
【００１６】
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　また、本発明が提案する他の光源装置は、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも赤色系発光ダイオード素子と緑色系発
光ダイオード素子とが含まれている
　ものである。
【００１７】
　本発明の更に他の光源装置は、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子と、赤色系
発光ダイオード素子と、緑色系発光ダイオード素子とが含まれていて、当該青色系発光ダ
イオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特性を有している
　ものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、色の認識が可能で、かつ、紫外線感光の被照射物が感光することを防
止できる光源装置を提供することを目的にしている。また、使用者や利用者が目的に応じ
て波長を自由に選択できる光源装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明による光源装置の一例の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明による光源装置の波長スペクトラム図である。
【図３】人間の目の構造図である。（ａ）は目の構造図の全体であり、（ｂ）は視神経の
構造図である。
【図４】従来の半導体工場に使用されている一般的な波長スペクトラム図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明が提案する光源装置は、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、　前記光源
部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子が含まれて
おり、当該青色系発光ダイオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特
性を有している
　ものである。
【００２１】
　光源部に波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装することにより波
長を加算するものである。そして、各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御
することにより、光源装置を使用する者が希望に応じて波長選択できるようにしたもので
ある。
【００２２】
　また、本発明が提案する他の光源装置は、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも赤色系発光ダイオード素子と緑色系発
光ダイオード素子とが含まれている
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　ものである。
【００２３】
　本発明が提案する更に他の光源装置は、これら両者を組み合わせた、
　波長の異なる発光ダイオード素子を複数個組み合わせて実装した光源部と、
　前記光源部の各発光ダイオード素子の出力をそれぞれ独立して制御する制御部と、
　当該光源部及び制御部に電力を供給する電源部とを備え、
　前記複数個の発光ダイオード素子には少なくとも青色系発光ダイオード素子と、赤色系
発光ダイオード素子と、緑色系発光ダイオード素子とが含まれていて、当該青色系発光ダ
イオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特性を有している
　ものである。
【００２４】
　以上に説明した本発明の光源装置は、紫外線感光の被照射物に対して感光させない光源
を作るため、複数個の波長の異なる発光ダイオード素子を用いるものである。
【００２５】
　以上の本発明の光源装置において、前記波長の異なる複数個の発光ダイオード素子を同
一回路基板上に実装することにより、波長選択を目的とするスペクトラムを有している構
成にすることができる。
【００２６】
　また、本発明の光源装置において、複数個の発光ダイオード素子に少なくとも青色系発
光ダイオード素子を含む場合、青色系波長が４２０ｎｍ以上で４９０ｎｍ以下である当該
青色系発光ダイオード素子の発光消費電力が前記光源部の全体の発光消費電力の０．１％
～３０％以内で制御されているものにすることができる。
【００２７】
　同じく、本発明の光源装置において、複数個の発光ダイオード素子に少なくとも青色系
発光ダイオード素子を含む場合、青色系波長が４２０ｎｍ以上で４９０ｎｍ以下である当
該青色系発光ダイオード素子の射出量が０．００１ｍＪ／ｃｍ２以上５０ｍＪ／ｃｍ２以
内で制御されているようにすることができる。
【００２８】
　このように本発明の光源装置において、光源部に採用されている波長の異なる複数の発
光ダイオード素子の中に、青色系発光ダイオード素子が含まれている場合、当該青色系発
光ダイオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特性を有しているよう
にすることによって、本発明の目的を達成することができる。すなわち、色認識を可能と
し、メンテナンス費用も大幅に削減できる。
【００２９】
　更に、前述したように青色発光ダイオードに制限を加えることにより、本発明の目的を
より効果的に達成することができる。すなわち、色認識を可能とし、メンテナンス費用を
大幅に削減できる効果をより大きくできる。
【００３０】
　色を認識させるという目的で、なおかつ、紫外線感光剤を可能な限り感光しにくくさせ
るという目的を達成するため青色発光ダイオード素子を光源に加え、さらに青色ダイオー
ドに制限を加えて本発明の目的を達成したものである。
【００３１】
　以上の本発明の光源装置において、前記光源部に、４２０ｎｍ以下の紫外線を除去でき
るフィルムまたはプラスチックで覆いを施すことができる。このようにすれば、より安全
にかつ効果的に紫外線除去を行うことが出来る。
【００３２】
　また、以上の本発明の光源装置において、前記波長の異なる複数個の発光ダイオード素
子に蛍光体が塗布されている構造にすることができる。これによってスペクトラムの形状
などに変更を食われるものである。
【００３３】
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　以上の本発明の光源装置において、前記光源部は、電球型光源、ライン型光源、または
面発光型光源部のいずれかにすることができる。
【００３４】
　本発明による光源装置を半導体工場用光源装置として使用する場合、例えば、波長の異
なる発光ダイオードの素子３種類、赤色（６３０ｎｍ）、緑色（５２５ｎｍ）、青色（４
５０ｎｍ）とすることができる。このような組み合わせのものを少なくとも１組を実装し
た光源部を採用する。そして、前記の赤色、緑色、青色の発光ダイオード素子をそれぞれ
独立してそれらの輝度を制御する制御部を設ける。また、光源部及び制御部にそれぞれ電
力を供給する電源部を設ける。前記制御部が発光部の赤色、緑色、青色の各発光ダイオー
ド素子を制御する。これによって、発光部からの出射光を任意のスペクトラムとし、各波
長の発光強度を調整することが可能になる。
【００３５】
　波長の異なる複数個の発光ダイオードで構成された光源部、例えば、赤色発光ダイオー
ド素子、緑色発光ダイオード素子及び青色発光ダイオード素子で構成された光源部の各発
光ダイオード素子を独立して制御する。更に、この中で、青色発光ダイオードの出力など
を制御して最適化を計る。これによって、感光性材料に感光しにくい波長スペクトラムを
実現したものである。そこで、例えば、紫外線感光の被照射物を感光させない光源を作り
、かつ、色を正確かつ容易に識別できる光源にして、相反する目的を同時に両立させたも
のである。
【００３６】
　以上に説明した本発明の光源装置による照明下では、全ての色認識が可能である。そこ
で、工場内の機械・設備・備品などの色区別が容易になる。この結果、作業効率、歩留ま
りなど大幅に改善・向上されるという利点がある。また、２～３年に１回とりかえる作業
を減じることでメンテナンス費用も多いに改善される。
【００３７】
　また、以上に説明した本発明の光源装置によれば、使用者や利用者が光源として通常の
照明としての認識を得つつ、かつ、感光性材料には感光しにくいという光源が得られる。
このような極めて優れた効果が発揮される。また、使用者や、利用者の作業環境も大幅に
改善され、作業能率の向上という極めて優れた効果が得られる。
【００３８】
　以下、本発明の具体的な実施の形態について、添付図面を参照して実施例を説明する。
なお、本発明は上述した実施形態及び、以下の実施例に限定されることなく、特許請求の
範囲の記載から把握される技術的範囲において種々の形態に変更可能である。
【実施例】
【００３９】
　図１は、本発明による光源装置の構成の一例を説明するブロック図である。
【００４０】
　図１において、ＬＳは光源部である。赤色発光ダイオード素子ＬＥＤＲと赤色発光ダイ
オード素子ＬＥＤＲの出力を制限する電流制限抵抗ＲＲ、緑色発光ダイオード素子ＬＥＤ
Ｇと緑色発光ダイオード素子ＬＥＤＧの出力を制限する電流制限抵抗ＲＧ、青色発光ダイ
オード素子ＬＥＤＢと青色発行ダイオード素子ＬＥＤＢの出力を制限する電流制限抵抗Ｒ
Ｂから構成されている。
【００４１】
　光源部ＬＳは、これらの赤色発光ダイオード素子ＬＥＤＲ、緑色発光ダイオード素子Ｌ
ＥＤＧ及び青色発光ダイオード素子ＬＥＤＢを１組として図示しない回路基板上に互いに
近接して並列に配列されて実装されている。
【００４２】
　出力を制限する方法として、光源部ＬＳの赤色発光ダイオード素子ＬＥＤＲ、緑色発光
ダイオード素子ＬＥＤＧ及び青色発光ダイオード素子ＬＥＤＢをそれぞれ独立して定電流
素子を用いて制御してもよい。また、それぞれパルス駆動方式を用い、ＰＷＭ信号のデュ
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ーティ比で制御しても良い。
【００４３】
　これらの赤色発光ダイオード素子ＬＥＤＲ、緑色発光ダイオード素子ＬＥＤＧ及び青色
発光ダイオード素子ＬＥＤＢを同一円周上に配置してもよい。さらに、これらの赤色発光
ダイオード素子ＬＥＤＲ、緑色発光ダイオード素子ＬＥＤＧ及び青色発光ダイオード素子
ＬＥＤＢは輝度を向上させる目的で複数個並列接続させて配列しても良い。
【００４４】
　図１において、ＰＳは、電源部である。交流電圧を直流電圧に変換して光源部ＬＳに所
定の電力を供給する電源部である。
【００４５】
　光源部ＬＳより発せられた波長スペクトラムを図２に示す。赤色発光ダイオード素子Ｌ
ＥＤＲによるピーク波長６３０ｎｍ、緑色発光ダイオード素子ＬＥＤＧによるピーク波長
５３０ｎｍ、青色発光ダイオード素子ＬＥＤＢによるピーク波長４６０ｎｍが観測される
。このように、波長選択光源として出射光が得られる。
【００４６】
　図２は、本発明による光源装置の波長スペクトラム図である。青色光源の構成比が他の
色と比較して、十分小さく射出している。
【００４７】
　図２のＡ－Ａ’、Ｂ－Ｂ’は青色系波長の帯域である。この帯域幅にある発光素子ＬＥ
ＤＢの射出量により、紫外域の波長で感光する材料に及ぼす影響はきわめて大きい。かつ
波長に関しては、青色発光ダイオード素子ＬＥＤＢは青波長のうち４２０ｎｍ以上の発光
周波数を持つことを特徴としている。
【００４８】
　紫外線感光性材料の感光する紫外線波長は４２０ｎｍ以下から感光がはじまり、紫外波
長３６０ｎｍあたりをピークとしている。また、感光性材料は、波長と光強度および感光
時間の蓄積エネルギーの総和により、感光がなされる。
【００４９】
　図３に人間の目の構造を示す。図３（ａ）は外部から光を取り入れ網膜に結像する状態
を示す。図３（ｂ）は網膜に結像した光を視神経に伝える構造図である。一般に人間の目
の神経は明るさを感じるかん体という視神経細胞と色を認識する錐体という視神経細胞で
構成されている。錐体は赤、緑、青を認識する３つの錐体から構成されている。このため
色を認識させるためには、少量でも少なくとも赤、緑、青の光源が認識すれば、色の区別
が可能とされている。
【００５０】
　これらの事象から、人間の目に色を認識させ、かつ感光性材料に感光しにくい光源部Ｌ
Ｓを構成させる目的として、図２に示されたＡ－Ａ’、Ｂ－Ｂ’の青色波長帯域において
最適な出力を制御することによって所望の出射光を得ることができる。
【００５１】
　この時、青色系発光ダイオード素子の青色系波長が少なくとも４２０ｎｍ以上の波長特
性を有するように制御する。あるいは、青色系発光ダイオード素子の青色系波長が４２０
ｎｍ以上４９０ｎｍ以下になるように制御する。
【００５２】
　または、前記青色系発光ダイオード素子の青色系波長が４２０ｎｍ以上４９０ｎｍ以下
であって、当該青色系発光ダイオード素子の発光消費電力が前記光源部の全体の発光消費
電力の０．１％～３０％で制御されるようにする。
【００５３】
　あるいは、前記青色系発光ダイオード素子の青色系波長が４２０ｎｍ以上４９０ｎｍ以
下であって、当該青色系発光ダイオード素子の射出量が０．００１ｍＪ／ｃｍ２以上５０
ｍＪ／ｃｍ２以内で制御する。
【００５４】
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　これらの消費電力、射出量の違いは感光性材料の感度の差を考慮したものである。
【００５５】
　青色発光ダイオードＬＥＤＢの出力を少量でも加えることにより人間の目に色を認識さ
せることが可能となる。
【００５６】
　この光源部ＬＳを、さらに紫外線カットフィルムで覆うことにより、より安全にかつ効
果的に紫外線除去を行うことが出来る。
【００５７】
　なお、この光源部ＬＳに採用する発光ダイオード素子として、赤色発光ダイオード、緑
色発光ダイオード、青色発光ダイオード以外に橙色発光ダイオード、黄色発光ダイオード
、緑青発光ダイオードを選択しても同様の効果が得られるのはいうまでもない。
【００５８】
　図４に従来の半導体工場用の光源の波長スペクトラムを示す。このスペクトラムによれ
ば、５００ｎｍ以下の波長がほとんど含まれていない。この照明下においては結果として
、青色の波長がないため、人間の色認識が出来ない。そこで、青色の区別が出来なくなり
青色は黒く見える。同じく白色がないため結果として、白色と黄色の区別が出来ない原因
となる。
【００５９】
　なお、前述した実施例においては、半導体工場用の光源で説明した。しかし、本発明の
ように波長を選択し、加算方式であるスペクトラムを構成することにより、簡便にかつ自
由に色調、明るさを制御することで多種、多様の用途をもつ出射光をもつ光源を実現でき
ることは言うまでもない。これは、従来の消去法による光源ではなしえないことである。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明の光源装置によれば、紫外線がなく、色認識が可能である。そこで、本発明の光
源装置は、半導体工場などにとどまらず、紫外線で陳列品の劣化を招く図書館、美術館な
どの照明装置にも適用できる。また、虫よけ等従来使用されている、黄色のナトリウムラ
ンプの代替にも適用できる。
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